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地域に根ざした中堅企業：江別製粉株式会社  
一制約的な環境下での企業家精神溢れるマネジメントの軌跡－  

堤  悦 子  

（北海商科大学商学部准教授）  

1．はじめに   

製粉業は基礎的素材型部門に属し，膨大な  

他業種の農産加工業の素材提供者として重要  

な位置を占める。そして製粉の主たる対象で  

ある小麦は，戦中から戦後の食糧管理制度と  

高度成長期における日米間の貿易交渉の懸案  

となり，国産小麦保護政策を理由に様々な制  

約をうけてきた。日本では戦後の一時期を除  

き四大製粉会社が市場を独占し，ほとんどの  

中小製粉会社も，その下請けとして操業して  

いる。そうした市場で，大手の下請けではな  

く独自のマネジメントで年々利益を伸ばして  

いるのが，ここで扱う江別製粉株式会社であ  

る。  

糧難に陥っていた。そこで政府はガリオア資  

金（占領地域政府救済資金）lによって，アメ  

リカから大量に小麦を緊急輸入した。もっと  

も小麦は粉にしなければ食材として使えな  

い。そこで国は国民の飢餓状態を救うために  

製粉事業をいち早く支援した。すなわち，痛  

手を負っている大手製粉工場の回復を待た  

ず，輸入した小麦の製粉を中小工場に委託し  

たのである。敗戦の不況期に，委託を受けれ  

ば，製粉することで確実に加工賃が得られる  

システムにはうま味があったため，中小製粉  

工場が大量に誕生した。すなわち国家の緊急  

措置は，製粉事業の起業を促すことになり，  

日本では製粉業が戦後最も早く回復した産業  

となった。   

家業が精米業だった江別製粉創業者の安孫  

子安雄も，昭和23年にこの状況をビジネスチ  

ャンスととらえて，同じく同地で味噌などを  

製造していた岩田醸造の社長と共に，同社の  

軒先を借りて製粉工場を始めた。これが現  

在，社員58人で年商40億8，700万円を売り上げ  

る江別製粉株式会社の始まりである。   

2．中小製粉会社の叢生  

（1）製粉事業の歴史   

製粉業とは，原料（主に小麦）を粉砕し  

て，ふすまと胚乳部分とに分離して小麦粉を  
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日産216トン   1）ガリオア（GARIOA）とはGovernmentAppropriation  

forReliefinOccupied Areaの鳴。アメリカ軍占領地の  

疾病や飢餓による社会不安を防止し．占領行政の円滑   

を図るため．アメリカ政府が．オーストリア等の占領   

地．そしてl日敵国の占領地である日本と西慣ドイツに  

対して．陸軍省の軍事予算から援助資金を支出した。   

第二次世界大我で大きな痛手を被った日本  

は，田畑さえも疲弊して，きわめて深刻な食  



産研論集 No．41  32  

製造する事業である。原麦の品種の特性によ  

って，需要に応じて，薄力粉，強力粉，普通  

粉，準強力粉，特殊粉（グルタミン酸ナトリ  

ウム用等）が製造される。／ト麦の胚乳部分の  

小麦粉が麺やパンの原料になり．ふすまは飼  

料に用いられる。麦などを挽く食文化は昔か  

らのもので，古代エジプト時代の壁画にもそ  

の様子が描かれている。臼で小麦をひく作業  

を機械化してゆく工夫が，西洋機械化文明の  

発達の一因をなしたとも言われている。手で  

臼を回すことからはじまり．水車を動力とす  

る石臼式が開発され，1980年頃からロール式  

と胚乳租粒精選機が開発された。さらに，絹  

師（きぬふるい）が導入され，現在の工程の  

原型ができあがった。日本も明治以前は水車  

による石臼製粉を行っていたが，1873年（明  

治6年）にロール式製粉機が輸入されて，官  

営工場が形成された。その一方，製麺業が製  

粉を兼ね規模が大きくなり，製粉事業が分化  

独立する形態も発展した。もっとも，パンや  

麺が主食になっている現代では，製粉工業  

は，大型設備で大量に製粉して収益をあげる  

いわば装置産業となっている。戦前は大手の  

製粉会社が，満州で収穫される麦を海上輸送  

して，本州の港で製粉して世界市場に提供し  

たり，さらに満州に工場を建設し，やがて相  

場を動かし，積極的に活動していた。こうし  

て製粉会社大手の寡占状態が形成された。第  

二次世界大我以降は，国内産麦の事情は変容  

しているが，国内で流通している8剖以上が  

輸入麦で，準主食の価格安定と国内麦の生産  

を保護して行くという観点から，政府が価格  

を決定し，流通も政策的に設定されてきた。  

すなわち小麦を中心にした製粉事業は，非競  

争的需給調整市場2にあった。  

（2）敗戦後の委託加工制度と新規参入機会   

第二次世界大戦中から食糧管理のために食  

糧営団が設置されていたので，小麦は営団を  

通して中小工場に委託された。一方，製粉業  

は，製粉協会，全国中型製粉協会，全国小型  

製粉協会を結成して，営団から委託を受けて  

再配分した。しかし，1946年11月には中央の  

営団は解散されたため，国は製粉協会（大規  

模工場），全国製粉組合連合会および中央粉  

食組合に，製粉加工を委託することになっ  

た。翌年，製粉協会は製粉工業協同組合に改  

組され，組合を通じて製粉委託加工が行われ  

た。1948年には，国が，直接製粉業者に加工  

を委託する委託加工制になった。実際，小麦  

は各管理食糧事務所に供出され，それを食糧  

管理局が食糧事務所に配分し，各製粉工場へ  

割り当てられた。直接委託加工制度は，中小  

企業にとって絶好のビジネスチャンスとなっ  

た。元手が要らず，国の工場に指定されれ  

ば，製粉作業が割り当てられ，製粉しただけ  

加工賃が入ったからである。国からの委託で  

あり，貸し倒れもない。安孫子安雄は，ちょ  

うど国が直接委託をはじめた1948年5月に，  

江別製粉を設立した。安孫子の姉は岩田醸造  

で事務を執っていた。その縁で，同社の岩田  

政勝と知り合い，その軒先を借りて操業する  

こととなったのである。首尾よく4ケ月後に  

政府の指定工場となり，委託の配分にあずか  

ることができた。結果的に同社が参入した  

1948年が，中小企業にとっては参入機会のチ  

ャンスのピークとなっている。というのも．  

8月に大企業と異なる施策の必要性を標模し  

て中小企業庁が設置され，スケールメリット  

のない中小製粉工場の場合は，大企業より経  

費がかかるという配慮によって，加工賃が大  

企業より有利に査定されたからである。そこ  

で中小製粉工場の起業が相次ぎ，1950年の全  

国の製粉工場数は3，095となった。   

3．中小製粉業を取り巻く環境の変化  

1946年には農林省農政局によって「農林工  

業振興方策」が示され，農産加工場の設立が  

補助金交付によって奨励された。創業者の実  

家や岩田醸造は農産加工業に属していたた  

め，当然この交付金のことは知りえたと考え  

られ，おそらく交付金を受けていたのではな  

いかと推測される。こうした戦後の活発な動   

2）飯沢理一郎F農産加工業の展開構造』筑波昏房，178   

頁。  
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科確保の諸条件が諸資本に平等に保障されて  

いたのかといえば決してそうではない。諸資  

本に対する外貨，原料の割当にあたって保有  

設備能力に決定的重点を置いた配分方式がと  

られ，資本力に勝り・…‥大手資本にそれは圧  

倒的に有利に作用したのである。」3とある。  

このように1952年以降，中小の製粉企業を取  

り巻く環境は様変わりした。廃業に追い込ま  

れる中小工場も多い中，江別製粉は火災  

（1951年）を契機に，新しい工場を現在の住  

所地に建設した。新工場は以前の3倍の能力  

を持ち，日産10トンの処理能力を確保してい  

る。ベンチャー企業とは，通常は人が機会と  

捉えないところに事業機会を見出して起業  

し，急成長するところに特徴がある。まさに  

江別製粉は，好機に参入して，その後は企業  

環境が悪化するより先に，事業を盤石なもの  

に成長させてしまったのである。国は日本の  

競争力強化のために，国内製粉会社の整理を  

始めたが，同社は大麦に転換するなど工夫を  

して，整理の対象になることを免れた4。  

きは，食品加工業に限らない。本田技研工業  

の設立も1948年である。この年，江別製粉の  

創業者の安孫子は38歳，岩田46歳，本田宗一  

郎は41歳である。戦後の混乱期は，才覚があ  

るアントレプレナー達にとって好機だったと  

いえる。もっとも製粉業の起業ラッシュは，  

すぐに終焉を迎えた。国内農業生産が回復し  

国際的な食料需給が綾和されると，規制が  

徐々に外され，小麦も一律の加工賃から能力  

評価へと，さらに，1952年には委託加工から  

買取制へと移行した。能力評価制度は生産設  

備上不利な小零細工場に打撃を与え，買取加  

工制は資金のない中′ト企業に不利になった。  

それゆえ，1953年には製粉工場数も2，000以下  

に減少した。原料小麦の輸入は，外貨割当制  

に連動して制約されていた。飯沢教授によれ  

ば，「ここで重要なのは，この『半統制』的  

状況は，一面で当時の外貨保有水準や国内農  

業生産との関連で必然化されたものではあっ  

たが，他面でそれは割当外貨額や輸入数量を  

国家的に調整することを通じて，国内での過  

剰生産を未然に防止し，また国産原料の製品  

を政府が買い入れることを通じて農産加工資  

本に着実な利益を保証したことである。」と  

されている。しかし，「かと言って，輸入原  

3）飯沢・前掲香．62頁。  

4）2010年5月9臥 安孫子健雄社長インタビューより。  

【江別製粉株式会社のミニ歴史】  

昭和23年 創立総会 （5月20日）  

札幌郡江別町萩ケ岡17番地 岩田政勝宅にて江別製粉株式会社創立総会。  

代表取締役社長に安孫子安雄（初代）就任 資本金195，000円  

設立登記 5月27日 創立日とする  

萩ケ岡の岩田諺造工場西側建物で小麦粉製造開始  

農林省主食委託加工工場に指定される（9月）  加工能力日産3トン  

昭和25年 全国の工場数3，095で戦後最高となる。  

昭和26年 工場火災兢失（7月20日）味噌謡道三場16棟焼失で製粉工場も焼失  

現在地へ移転工場再建（12月）  加工能力日産10トン  

昭和27年 政府委託方式から（学級粉等一部を除き）原料買取加工制へ移行（4月）  

間接統制  販売の自由化が始まる 市場競争時代  

この年以降企業整理始まり製粉工場激減 全国1，917工場  

昭和29年 台風15号（洞爺丸台風）（9月）建設中の倉庫倒壊，北海道は大被害を受ける。  

昭和31年 全国製粉工場数1，081道内10   
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昭和33年 全国製粉工場数745 道内7  

協同組合全国製粉協議会発足 副会長に安孫子安雄就任  

昭和38年 江別精穀株式会社を吸収合併，精麦事業を兼営（6月） 加工能力日産50トン  

昭和39年 製粉工場近代化第一期工事（ニューマ方式製粉工場）（1月）  

全国製粉工場数463道内7 東京オリンピック開会  加工能力日産120トン  

昭和41年 初代社長安孫子安雄逝去（3月23日）御坊田善雄が社長に就任（4月5日）  

昭和42年 経営診断を受ける。  

昭和43年 製粉振興会発足（9月）  日本の人口1億人突破  

製粉工場近代化第二期工事（原料精選調質工場）（12月）  

昭和44年 創立20周年・2期工事完成祝賀会（1月）営業強化：開発課を設置（4月）  

昭和47年 札幌冬季オリンピック開催（2月）  

昭和48年 中央製粉と出資合同。中央製粉は工場閉鎖（4月）第一次オイルショック  

昭和49年 製造事務・研究室・倉庫（旧精麦工場）火災焼失（8月）  

昭和51年 本格的家庭用プレミックス粉発売開始（6月）  

昭和54年 本社社屋完成（鉄骨3階建）（4月） 立体自動倉庫新設（収容能力1，000T）  

昭和57年 精選工場乾式化工事（4月） 洗浄水の廃水処理等の困難から乾式に変更。  

小麦粉熟変性装置完成（能力200KG／H）（10月）  

昭和58年 フラワーサイロ14基（収容能力410T）・小麦粉バルク出荷設備（12月）  

昭和59年 製粉工程設備更新  加工能力日産147トン  

エ程改造工事（シフターその他主要機械の全面更新及び合理化）（8月）  

第一期設備は20年経過老朽化と新システムヘの変更。  

昭和61年 製粉工場設備一部更新（7月）  

昭和62年 自動パン焼横寺用粉発売（6月）  

加工能力日産153トン  

家庭用直販業務開始（フリーダイヤル・代金引換宅配便による）  

昭和63年 製粉工場設備一部更新（7月）  加工能力日産168トン  

平成1年 はるゆたかスパゲティ発売開始（11月）  

平成 2年 北海道小麦（ハルユタカ，チホク）100％商品シリーズ完成  

平成 4年 株式会社北海道フードプラン 設立 パン製造販売始まる（12月）  

平成 6年 製粉工場能力増強工事（シフター・ロール増強自動倉庫新設／飼料工場新設。今  

期大幅赤字決算。年間30，000T生産・販売体制  加工能力日産193トン  

平成 8年 小麦粉バルク再編設備 更新（3月）  出荷能力毎時12トン  

御坊田善雄引退し会長に。第三代社長に安孫子建雄が就任（6月）  

平成10年 当社創立発起人 前岩田醸造（棟）社長 岩田政勝氏江別市名誉市民となる。  

創立50周年を迎える。（5月27日） 創立記念祝賀会（9月13日）  

全国焼き菓子コンペ開催（9月）  

平成13年ISO9001取得  

平成14年 『菓子祭り2002in江別』共催（於江別市）  

平成15年ISO9001：2000に移行。総合加工工場（包装：小袋ミックス）完成  

平成16年 F－Ship（オーダーメイド小麦粉生産システム）稼動。  

平成17年JAS法における有機農産物加工食品業者認定取得。  

平成18年 『小麦フェスタ2006in江別』共催（於江別市）   
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平成19年 農林水産省主管「立ち上がる農山漁村～新たな力」選定。経済産業省主管第2  

回「ものづくり日本大賞ものづくり地域貢献賞（北海道経済産業局長賞）」受  

賞。  

平成20年 昨■sフェスタ2008in江別』共催（於江別市）  

経済産業省主管「元気なモノ作り中小企業300社2008」選定。  

平成21年 北海道産小麦記録的大不作に見舞われる。  

原料調質棟建設（新調質システム導入）  

「麦チェン！北海道」始まる。  

平成22年 「コムギフェスタ2010inえべつ」開催10月  

1952年の原麦買取制では，各大手製粉会社  

の能力は100％と評価されることになった。  

この時期まで，港に到着した彼の陸上運送費  

は，全額政府が負担していた。ところが，  

1956年には能力基準20％実績基準80％となっ  

た。ここまでくると中小企業の新規参入は難  

しく，能力も評価されることから道内製粉工  

場は10に減少した。アメリカは，ひき続き食  

糧援助（有償）として，小麦の大量購入を迫  

った5。そこで行政は資本を集中させて対抗  

させようと，生き残った中小工場の系列化を  

進めた。さらに1958年には，麦の輸送費につ  

いて製粉工場が全額負担することになり，輸  

入麦をその場で製粉できる港に隣接した海工  

場が有利になった。こうして江別製粉のよう  

な産地に密着した山工場の製粉企業は，より  

周辺の生産農家との関係を密にすることでし  

か生き残れなかった。麦は，大農法で比較的  

簡単に生産できるため，価格的には輸入麦に  

対抗できない。政府は国内麦を護るため，買  

取価格の調整を行い，国内産については補助  

金で作付けから流通まで，JAを通して規制し  

た。こうした状況の中で，安孫子は新設の協  

同組合全呂製粉協議会の副会長に就任し，全  

国の中小企業の同業者と協同して難局をのり  

きった。1963年には江別精穀株式会社を吸収  

合併し，日本の高度成長と歩調を合わせて，  

設備投資を拡大して処理能力を高め中堅企業  

へと成長していった。   

4．江別製粉の転換期  

（1）事業承継   

江別製粉は戦後の食糧危機に製粉業にべン  

チャーとして参入し，火災をばねに現地に移  

り，前向きな設備投資で，後に訪れるであろ  

う中小製粉企業淘汰の時代に備えたといえ  

る。このような巧みなマネジメントは，さら  

に息子の安孫子建雄にも引き継がれていっ  

た。   

現社長の安孫子建雄は創業者の一人息子  

で，自身も製粉業を継ぐことを前提に，千葉  

工業大学の工業経営学科で学んだ。卒業式後  

の謝恩会場で父の計報を受け，同社に入社し  

た。一時的に創業者の義弟である御坊田善雄  

が社長に就任するが，同社が大幅赤字を計上  

した後，社長となった。常務時代に安孫子建  

雄は，幻の小麦といわれるハルユタカにこ  

そ，自社の社運をかけたポテンシャルが潜ん  

でいると考えていた。そこで開発部長とし  

て，地場の農家にまで出向いてポット苗栽培  

実験を促した。これがハルユタカの初冬まき  

技術につながった。  

（2）ハルユタカ物語   

もともと寒冷で乾燥した土地を好む小麦  

は，北海道の風土に適している。明治期以降  

の開拓では，大陸式の大農法で麦がつくら  

れ，減反政策がはじまると補助金目当ての作  

付が増加した。品質は関係なく，つくりさえ   

5）アメリカの国策として「余剰生産物処理法」1954年   

を参照。  
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すれば補助金が出る制度は，農家の補助金志  

向と，安易な大農法を助長した。しかし，農  

業試験場は良質小麦の品種改良に挑んでい  

た。この時期日本では，パン食の原料となる  

優れた強力系小麦品種が少なかった。そこで  

1972年に，北見の農業試験場が実験をはじ  

め，1981年春まき小麦のハルヒカリの改良品  

種として，北系407号の創出に成功した。原  

種の1．5倍の収穫量があることが実験で証明さ  

れたため，実り多い豊かな品種として，1985  

年に「ハルユタカ」と命名された。自家製パ  

ンのブームが始まり，収量もそれまでの呑ま  

きよりも多く，ハルユタカ栽培を試みる農家  

も増えてきた。ところが，ハルユタカは，雨  

などで収穫期が遅れると穂が発芽してしまう  

ことがあった。／ト麦は発芽前の実を製粉する  

のであり，穂発芽は命とりである。また長期  

間雨が降ると，赤かびも発生するなど，生育  

が難しかった。そして夏の長雨が続いて収穫  

が少なかった年を契機に，ハルユタカを栽培  

する農家は激減し，ハルユタカは，とうとう  

「幻の小麦」と言われるほど，どの農家もつ  

くらなくなってしまった。安孫子建雄は，こ  

うしたハルユタカの状況を憂いていた。日本  

精糖の常務と知り合い，たまたまビートの苗  

はペーパーポット栽培だと知ると，地域の篤  

農家にハルユタカのペーパーポット栽培を奨  

めた。製粉業者はふつう，JAを通して麦を割  

り当てられるので．農家とは顔を合わせな  

い。当時農業振興協会の会長をつとめていた  

片岡弘正は，江別製粉の重役らが直接やって  

来たときにとても驚いたそうである。もっと  

も片岡自身もハルユタカをうまくつくれない  

かと思っていた。助言に応じて1989年から，  

ペーパーポットの試験栽培をはじめた。する  

とハルユタカは，見事な生育をみせたのであ  

る。しかしこの栽培法は，コストがかかりす  

ぎて採算がとれる見込みがなく．断念せざる  

をえなかった。1992年，地植えの小麦を収穫  

していた片岡は，実験の時にこぼれ落ちたハ  

ルユタカが，冬を越して豊かな実をつけてい  

るのを発見した。初冬まきが可能かもしれな  

いと思い，農業普及センターにその可能性に  

ついて照会した。色々と調べてもらった結  

果，深川で実験が行われて成功していること  

がわかった。そこで，農業普及センターの職  

員も，片岡らに初冬まきをやってみるように  

勧めた。こうして数軒の農家が実験に参加  

し，初降雪直前に蒔種した結果，片岡ともう  

一軒の2軒が初冬まきに成功した。   

初冬まきを試みた翌春，雪が溶けて畑をみ  

た片岡は，ハルユタカが髭のような芽を出し  

ているのを見て，これはだめだと思ったとい  

う。そこで土を返そうとしたが，畑がぬかる  

んで入れずにいた。すると数日後には，ハル  

ユタカは根をつけて青々とした苗に成長して  

いた6。こうして同年，片岡農場は，通常の  

春まきの3倍となる640キロを収穫した。翌  

年，翌々年と初冬まきのハルユタカで高い収  

量が確保された。このように江別製粉のよび  

かけが契機となって，生育の点で難しかった  

春まき小麦の初冬まき技術が，江別で誕生し  

たのである。  

（3）初冬まき小麦ハルユタカの実力   

ハルユタカは，焼くと香りが高いことで人  

気がある。科学的には灰分が多いと，香りが  

よくなるという。さらにそのもちもちとした  

粘り気は，水分が多く，タンパク質が多いこ  

とが理由である。次頁の表1は，高品質パン  

の成分分析である。ハルユタカで焼かれたパ  

ンが，「おいしい」ということが，科学的な  

分析とともに報告されている。おそらく初冬  

にまかれた種が，雪の下で熟成させられるか  

らではないかと考えられている。味香り戦略  

研究所は．味について科学的分析ができるベ  

ンチャー企業であるが，ここでは，ハルユタ  

カ100％の中華麺の，うま味を分析してい  

る。実際つけ麺で食べると，甘味が感じられ  

た。こしがつよいため，つるつるした表面処  

理に負けない味わいが出せるようである。   

（4）道産小麦のイメージ向上   

江別製粉が本社と工場を置く江別市は，現  

6）2010年3月，片岡農園にてインタビュー。   
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表1 国内産小麦を利用した高品質パン製造（％）  

37  

市販強力粉  ハルユタカ  ホロシリ  ホクシン  農林61号   

水 分   13．89   14．49   13．84   13．23   13．36   

蛋白質   15．73   15．01   13．66   12．75   12．35   

灰 分   0．42   0．46   0．45   0．43   0．39   

脂 肪   0．53   0．74   0．55   0．73   0．62   

湿塞量   2．69   2．86   2．84   2．57   2．10   

乾延量   0．93   0．99   0．92   0．90   0．78   

出所）新潟県農業総合研究所総合研究センター  

（灰分が小麦風味の濃厚さを表している）  

江別小麦の「特顎麺」と市旺品の「麺」の哺を測定比較  

マ⑳句水コク測点 戸く）引1ざらラーメン1  

ぢ0笥ホコ；ウ1q■ PO¶土ぞちラーメンl  
フ0『水てつ博一  
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畝0徹ホ乱射最  

フ◎q水tt蓮叫■  
マ0匂水ヱ皿日劇  

声0司郷IL嶋ラーメン  

マ●¶1嵐由うーノン1  

フOT壮年【廿うー〃  
畝01∫王績油うーメン1  

p01だ叩ラーメン1  
マOs才ま梓油ラーメン1  

90材量D・血ラーメン2  

忘0宇土qマラーメンl  

皿訊¢豊「関田詔」め野ぁが田立って囲い  

l漏電可亀山8】  

隻q：騨l．冨【1■礼ilql‡コ．甘n、糾．関  

几qこ訊コケ．1こかり■雷【tE裏書雷tL青q．≡q  

江別小史のオリジナル西曾  ー7  

0 ＼  
■江桝小安めん  
あったかつけB  

江別小量めん→ 
綴のみの鱈   ○  

・′■  
江別小童めん  
ひんやり申警 －  

○ら  

ワOl屯田ラー£々  
マ0昭q可ラー′ン2  
ワ○嶋払貯一丈′3  
マOlペ叫ラーが  
マOm8′個ラー朗  

九b 70職叫ラー〃  
マ0コr日割ん払わ  
マ05：鱈1小王¢んひん  

マ（ヨコ♪日朝んムっ  

O l  

0 0  0  

＊丘何の著作捻口覆王台故qOり■B研究柘に幻丘しi▼．  

在人口12万人の札幌近郊の農業地帯である。  

北海道の中では比較的温暖とはいえ，本州か  

ら比べればかなり寒冷であり乾燥しているた  

め，開拓初期には稲作は無理だと考えられて  

いた。そこで気候に適合しうる′ト麦と穀類の  

栽培が，まず1878年の江別村開村と同時に始  

まった。こうした経緯を背景に，畑作と酪農  

がこの地域の特徴となっていた。ところが近  

隣の札幌の人口が増加し，ベットタウン化が  

進み，専業農家は500戸と激減した。とはい  

え，北海道は本州に比べて1軒ごとの農地が  

広く，横械を所有して一気に刈り取るため，  

古くからの麦の産地というイメージをいまだ  

に保ち続けている。そして，ハルユタカの初  

冬まき技術が周辺に普及されるにつれて，江   

別の特産品はハルユタカであるという認識が  

高まっていった。2002年IT振興に関する補助  

金を受けて，札幌学院大学と江別市が市内  

7500戸に「江別ブランド」とは何かという調  

査を行った。その結果，「麦」という返答も  

多かったようである。ハルユタカはちょうど  

初冬まきが始まった時期で，その復活には，  

ストーリー性があったといえる。これが後  

に，江別の小麦を地域ブランドにしようとい  

う動きにつながった。  

1996年には安孫子建雄が社長に就任し，安  

孫子の同窓で安孫子が招き入れ3年おくれで  

入社した作久間良博が常務となった。ハルユ  

タカの初冬まき技術が安定すると，農家の片  

岡と江別製粉の佐久間は，小麦についての勉   
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強会を開いてハルユタカの初冬まきの普及に  

尽力した。こうして江別製粉は，生産者とと  

もに働き，生産者に一番近い会社となり，一  

方消費者をはじめとする実需者に対しては，  

小麦について質問すれば何でも答えることが  

できる信頼性の高い製粉会社，というユニー  

クな企業としてのアイデンティを確立してい  

った。  

1998年に江別製粉株式会社が創立50周年を  

迎えるのを機に，同社は江別市をも巻き込ん  

で．「全国焼き菓子コンペ’98in江別」を企  

画し，安孫子社長自らが実行委員長となっ  

た。目玉は全国の菓子職人に応募を呼びかけ  

るもので，参加者にはチホク小麦と甜菜糖が  

送られた。すると北海道小麦の品質の良さが  

実感され，全国の菓子職人達の間で評判にな  

った。こうして北海道産小麦は，江別製粉の  

知恵で一気に質のいい小麦というイメージに  

なった。さらに，このコンペ開催の際に構築  

された参画者の粁を維持しようと，「江別麦  

の会」が結成された。そこでは，農家を集め  

て，麦についての知識やハルユタカ栽培の工  

夫が啓蒙された。こうしてハルユタカを生産  

する農家が増えていった。  

（5）農商工連携88選事例   

江別市は，2002年に，2年後にくる江別市  

制50周年記念で，何かを企画しようと模索し  

ていた。そこで，まず農家をはじめとする異  

業種，異産業交流の場として，誰でも個人名  

で参加できる江別経済ネットワークを立ち上  

げた。その第1回例会で，江別のブランドラ  

ーメン構想が，地場の製麺業である株式会社  

菊水の杉野邦彦常務によって提案された。杉  

野常務は，江別麦の会の会員でこそなかった  

が，やはり原料小麦の入手に余念がなかっ  

た。同社の発祥の地である下川地方まで足を  

延ばして，麦について研究していたのであ  

る。また，江別製粉の常務の佐久間もこの経  

済ネットワークに参加し，江別ブランドラー  

メンの取組にも協力した。そこで，江別経済  

ネットワークは，まず地域ブランドの見直し  

をしようと，先に述べたように，市民の地域  

ブランド意識調査を行った。その結果，レン  

ガと小麦が予想以上に多かったという。色々  

討論されて江別ブランドラーメンというより  

は，洋食店もスパゲッティなどで参画できる  

ように，「江別小麦めん」としてのブランド  

化が推進された。もっとも，ハルユタカは江  

別で収穫されるようになったとはいえ，一般  

の麦に比べれば収穫量はきわめて少ない。1  

トン程度の少量で製粉する必要があった。さ  

らにハルユタカの復活で，各地の消費者グル  

ープから小口の製粉を要望されることが多く  

なった。そうした需要者の要望にこたえて，  

江別製粉は，2004年に，1トン単位の小口製  

粉ができる小型プラントF－Ship7を，札幌の  

中小企業である工作機メーカーと共同で開発  

した。これは全国初の試みであり，後の2007  

年に経済産業省の「ものづくり日本大賞地域  

貢献賞」が授与された。さらに同年，農林水  

産省の「立ち上がる農山漁村～新たな力」  

で，農家の協力会社としても表彰された。江  

別で唯一の製麺業である菊水も，江別ブラン  

ド麺に見合う企業努力として，工場内に少量  

の小麦でも麺をつくることができる麺工房を  

1億円かけて設置した。こうした江別製粉の  

活動は，地域の生産者から，全国の消費者ま  

でを繋ぐ連携の輪として行政の目にとまるこ  

ととなった。そして，2008年には農商工連携  

の先進的事例として88選に選定されたのであ  

る。農商工連携とは，農林水産省と経済産業  

省の共同した施策で，農林水産業者と商工業  

者等が連携して新規事業を立ち上げたり新製  

品をつくる際に，申請して認定されれば資金  

支援や税金の軽減がなされる，中小企業支援  

政策である。その先進例に江別製粉が率先し  

て形成した「江別麦の会」が中核団体と認定  

7）規模を従来型の10分の1に縮小し，′ト回りをきかせ   

たもので，製粉能力は毎時1トンである。「SHIPは，   

Small－SCaled High1yIntensive Plant（小規模高集約型   

プラント）。Fは，Flour（小麦粉）・Farm（農場）・   

Food（食べ物）・Fit（ぴったりの）・Fine（素晴らし   

い）の頭文字をとって名付けている。「品種・適量生   

産」を合言葉に．“こだわり”の小麦粉作りを目指し   

ている。   
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された。農業者を支援してハルユタカの初冬  

まき技術を確立したこと，およびそこにかか  

わった農業普及協会．J凡 そして良質′ト麦を  

製品としてブランド化するためにかかわった  

食品加工研究所や酪農大学．それを試食した  

市民や町の食堂といった一連の地域の連携が  

評価された。そして，江別製粉株式会社は，  

製麺業者の株式会社菊水とともに，連携の協  

力会社という認定も受けた。こうして同社  

は，この地域の小麦生産．特にハルユタカの  

復活に関する，生産者から消費者までの繋が  

りに尽力し，地域とともにハルユタカを推進  

する製粉会社となっていった。  

（6）江別製粉におけるハルユタカの位置づけ   

外国産麦は国が価格を決定し，国内産小麦  

も作付けなどで制約を受けてきた事情はある  

が，徐々に，保護政策から自由化への動きが  

始まっている。食文化が成熟し，多少高くて  

も安心安全な国内産を購買しようという傾向  

を早期に察知した同社のマネジメントには，  

アントレプレナーとしての特徴である鋭いビ  

ジネスセンスが窺われる。北海道は，大手製  

粉工場の他には3社の中′ト製粉業が行政によ  

って把握されている。この中で同社は自身も  

自負するように，独立系としてユニークなビ  

ジネスを展開している。北海道庁の農業政策  

課，北海道農政事務所などに照会した際に  

も，江別製粉だけが消費者との距離がきわめ  

て近い会社であると認識されていた。こうし  

た同社のマネジメントによる功績は，ハルユ  

タカのブランド化とF－Shipの開発と導入で  

あろう。現在，同社は持ち込みの小麦の製粉  

にさえも応じている。もともと製粉事業は，  

輸入麦を大量に製粉することで収益をあげて  

いて， 地場の小麦も製粉するが，その割当て  

は少なく，国内小麦取扱量は平均して10％程  

度である。ところが，江別製粉は，ハルユタ  

カをはじめとする道産小麦の製粉事業が30％  

を占めている。もっとも，小麦は，さまざま  

な意味で自由化される傾向にあり，国内小麦  

の自由競争時代に先駆けて，同社は生産者と  

消費者をすでに囲い込み始めている。北海道   

は，食品に対して付加価値率が低いというこ  

とが問題にされている。しかし同社は制約さ  

れた産業の中で，見事に小麦粉に付加価値を  

つけたといえる。つまり消費者の行動をたど  

れば，景気が悪いとはいえ，悪いからこそ大  

きな出費は控える代わりに，数百円から数千  

円を通常より高く払って，高級小麦を選択す  

る。こうした食文化の向上によるニーズに，  

同社のマネジメントが対応している。消費者  

にとって．安心安全な小麦を自分で選んで製  

粉してもらう。もちろん同社の金のなる木  

は，他の企業と同じ外麦の大量製粉であろう  

が，ハルユタカにこだわり，これを同社の花  

形商品に位置づけている。因みに同社のホー  

ムページは，haruyutaka．comである。今や安  

全で安心なのは日本産の′ト麦であり，相場や  

バイオエタノール生産で，安定した価格が期  

待できなくなった時代に入り，輸入麦ばかり  

に依存していられない時代が到来した。同社  

のマネジメントは．こうした先を見越した優  

れたものであるといえよう。   

5．おわりに   

江別製粉が製粉業という中間の食品加工工  

業でありながら，経済産業省および農林水産  

省にも取り上げられる存在であるのは．地域  

とともに連携を行い，地域資源を生かした製  

品政策を行ってきたからである。同社の属す  

る製粉業は，小麦の作付けから価格まで制約  

を受けてきた業種であり，しかし一定のポジ  

ションを確立すると，保護政策の中で漫然と  

していてもある程度の収益はもたらされるも  

のだった。しかし同社はアラートに活躍して  

きた。その系譜をみると，戦後の中小企業の  

起業機会に首尾よく参入してからは，農業政  

策変更による危積にさらされながらも行政と  

の距離を程よく保ちつつ，巧みに生き残っ  

た。さらに現代においては，地元の生産農家  

の心と消費者の需要をしっかりつなぎ，それ  

を原料の生産と実需者の実感に基づいた優れ  

た製品として市場に送り出すことで成長を遂  

げてきた。こうした盤石なマネジメントは，  

今後も維持されると思われる。すなわち，限   
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ている。すなわち手作りパン及び菓子をつく  

るパティシュになり，店舗を清田区に構え，  

札幌市内のデパートに出店している9。現在  

の取締役社長には多角化などの事業拡大の野  

心はなく，堅実に実業が展開されている。常  

務は江別市が招聴する一橋大学の関満博教授  

の若手経営塾に積極的に参加し，麦について  

知り尽くしたエキスパートとして活躍中であ  

る。このように時の経済の動向を見据えた，  

原料づくりの初めから終わりまでを連携して  

いくという巧みな企業戦略は，今後の中小企  

業のあり方のモデルといえよう。  
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られた経営資源を，連携によって地域ととも  

に補い合いながら活動してきた。同社が大手  

と差別化できるためには，前提として良質な  

地元産の小麦が手に入らなければならない。  

そこで，農業者との実験栽培を契機に，以後  

麦の会等を通して良質小麦の生産に誰よりも  

尽力した。装置産業として単に機械の導入で  

操業することに安住せずに，購買層を広げる  

努力，それも製麺業者や製パン業者にとどま  

らず，広く菓子職人から一般の人まで全国の  

消費者に．北海道産小麦を広める努力を怠ら  

なかった。イベントでは，企画力で秀でてい  

た。もっとも，これには，江別市で経営する  

という立地環境が幸いしている。江別市の場  

合は，ちょうど「人の顔のみえる」大きさだ  

った8。そこに競合他社はおらず，地元のオ  

ンリーワン企業として，活躍することが可能  

だった。もし同社が札幌市にあれば，競合す  

る別の製粉会社があるので，行政は同社の50  

周年絡みのイベントに，公平の見地から距離  

を置いたかもしれない。さらに江別市経済局  

にて民間登用枠で活躍しているアイディアマ  

ンである大川直久（主査）が主導して設立し  

た江別経済ネットワークも機能した。そして  

麦の会でも活躍してきた江別製粉の懐刀であ  

る佐久間は，この江別経済ネットワークで，  

江別ブランドラーメン構想を掲げた菊水を支  

持し，対象を「江別小麦めん」へと変容させ  

ながら，地域ブランドの流れに乗って，地域  

ブランドネームとともに同社の名前も広めて  

いった。天候が春まき小麦にとって最悪にな  

った昨年，ハルユタカは史上最悪の収穫量に  

なっている。従って，同社の通販部門に影響  

がなかったとはいえないが，マネジメントは  

外国の麦を製粉しているという点では，盤石  

である。もし製粉業が魅力のない事業であれ  

ば，おそらく次の代への事業承継はありえな  

いだろうが，現在同社ではすでに，社長の長  

男が，常務取締役として活躍している。次男  

は，小麦を実際に試して販売する側にまわっ  

9）札幌市清田区に「ドルチェピータ」という名前で菓   

子店を，隣にレストランを構えシェフとして活躍して   

いる。   8）関滴博㌃地域ブランドと産業振興」新評論，2006年。  
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